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背景

・人間関係がSNSに左右される

・SNSで犯罪に巻き込まれる

・（思考力の低下）

学校で教育はしてるが...

話が入ってこない



新たな教育カリキュラムの作成

1.実際のいじめや犯罪の現場を再現(疑似体験)

でも......



新たな教育カリキュラムの作成

2.AIのデメリットを利用、フェイクニュースや
写真、いじめや犯罪の現場を再現したものを生成
させ、体験させる



国への提言

国に体験を重視した教育カリキュ
ラムの企画、作成を提言する。



私達ができること

⋯社会人世代と中高生世代の使用するSNS媒体の違い

→実際に中高生が使っているSNSの危険性が反映されな
い

→中高生が身の回りのSNSに関する危険や、使用する
SNS媒体の情報を提供することによって、社会人世代と
中高生世代との意識のすり合わせができる。



さらに、この仕組みが完成した場合には、
中高生だけでなく様々な世代へ応用する
ことができると考えています。
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